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知的障害児・者生理心理学（日高） 病弱教育（栗山） 生徒指導論（木村） 
（２）主な研修先 
 ①那須烏山市立荒川小学校          ②那須烏山市立烏山小学校 
 ③那須烏山市立七合小学校           ④那須烏山市立烏山中学校  
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⑤こころの相談クリニック（作新学院大学内） ⑥国立武蔵野学院  
⑦茅ケ崎市立浜之郷小学校          ⑧文京区立昭和小学校  
⑨社会福祉法人「希望の家」         ⑩筑波大附属大塚特別支援学校  
⑪宇都宮大学教育学部附属特別支援学校 他 
 
【道  徳】 
















  ・小林千枝子先生の「特別活動の指導法（中・高）」を受講（～６月※「LGBT 問題」） 
  ・宇都宮市立陽南中学校の校内研究会（道徳）に参加 
６月・教職員からのアンケート回収・まとめ 
・宇都宮大学教育学部附属小学校の公開研に参加（６年道徳，３年道徳） 
  ・福島大学附属中学校の公開研に参加（３年数学，２年道徳） 
  ・宇河地区中教研道徳教育部会に参加（２年道徳） 
  ・とちぎ道徳教育実践学会参加（坂本哲彦先生の講演） 
７月・「ユニットとしての指導」について研究・まとめ 













〇宇都宮市立今泉小学校  日永 朋子 
１ 研究テーマ 
「外国人児童生徒に対する日本語指導及び適応指導の在り方」 
２ 研究概要 
 ここ数年，外国人児童生徒が増加する傾向にあり，日本語教室を担当している教員だけ
でなく，学級担任もこれらの児童生徒に接する機会が増えている。そこで，外国人児童生
徒に対する日本語指導及び適応指導の在り方について研究し，今後の教育活動に生かした
いと考え，本主題を設定し，研究した。 
 以下の４つの方法で研究を進め，外国人児童生徒に対する支援・指導の在り方について
考察した。 
（１）作新学院大学の中国語に関する講義を受講することを通して，教わる側から外国語
教授法の実際を知るとともに，外国語の指導を受ける児童生徒の気持ちを考えた。その結
果，学習者のレディネスやニーズを把握し，それをもとに学習計画を立て，指導中には，
学習者の心理を考えながら，関わっていくことの大切さを学んだ。 
（２）作新学院大学の日本語教授法に関する講義を受講することを通して，在日外国人が
抱える問題や日本語教育について理解を深めるとともに，日本語指導の方法を学んだ。外
国人が抱える問題には，就労などの保護者に関わるものや，進学や学校への適応などの児
童生徒に関わるものがあった。このような問題の把握に努め，児童生徒や保護者への対応
に生かしていきたいと思う。日本語指導については，日本語そのものを指導するだけでな
く，日本語指導と教科指導を結びつけて指導する方法も知り，どちらの方法についても模
擬授業を行うことで，授業実施までの一通りの流れを理解することができた。 
（３）作新学院大学の異文化間コミュニケーションに関する講義の受講，留学生との交流
を通して，異文化への理解を深め，よりよいコミュニケーションのとり方について考えた。
その結果，文化が異なる人々との交流は，固定概念にとらわれずに行うことが大切だと学
んだ。また，留学生と交流する中で，自分とは異なる習慣や価値観に触れ，自分の文化に
ついて改めて考えることもできた。 
（４）栃木県内の外国人児童生徒適応指導教室，初期日本語指導教室，日本語教室の見学
を通して，各教室の実際の運営方法や児童生徒との関わり方を学んだ。学習面，生活面で
の支援，指導の計画的な進め方や在籍学級との関わり方，保護者への対応の仕方などにつ
いて実際に行われている様子を見たり，指導担当者の話を聞いたりすることで，今後の実
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践につながる様々な情報を得ることができた。 
 
本研究により得た知識や経験を，今後の教育活動に生かし，外国人児童生徒が，生活や
学習で感じる困難さを少しでも解消できるように努力していきたい。 
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